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一 序 一

「ア ダム劇 」は 現存す る唯一・の写本MS.Tours927に よって伝 え られ て きた フラ ンス

語に よる最 も古 い宗教 劇 の一つ であ る。 そ の本文 は12世 紀 半ば に成 立 した と推 定 され る。

フ ラソス,イ ギ リスにおいて宗 教劇 の萌芽 は凡 そ10世 紀 ごろ教 会の 内 部か ら発生 した。

教 会の聖 務 日課 の祭式 や 祝祭 日の礼拝式 は元 来劇 的側 面 を具 えていた ので ある。 これ ら典

礼の重 要 な ものを 民衆 のため にわ か り易 くし,民 衆 を信心 に導 こ うとの 目的 のため に聖職

者 た ちは短 い劇 に し くみ,彫 琢 を加 えた。祝 日,主 日の ミサ式文 の ところ どころで歌 われ

る ラテ ン語の交 訥,進 句tropeに は衣裳 や 小道具 を使用 した説 明の場面 がつ け加 え られ た。

この試 みは教 会堂 内で聖職 者が 演 じる典 礼劇 へ と発 展す るので ある。古 い記録 では ウイ

ンチ ェス ター司教/Ethelwoldの 制定 したConcordiaRegu!aris「 修 道 上規則 」965--75
し

の中 に,劇 的 な復活祭 朝課 の一一場 面 の演 出が書 き残 され てい る とい う。

やが て典礼劇 は聖堂 か ら外へ 出て,教 会の正 面入 口を背 景に 前庭parvisの 広場 で 上 演

され る よ うにな り,劇 の 言葉 も俗語が ラテ ン語に とって代 った。拡 大 してゆ く内容 に個 人

的創作 がつけ 加わ り,工 夫 が凝 らされ て くる と劇は 次第 に聖 務か ら離れ て独立 し,変 貌 し

てゆ く。
ド　

「ア ダム劇 」は ち ょうど教 会 内の典礼劇 が教 会を離 れ民衆 の もの とな り,宗 教劇Mystery

Playと して発 展 してゆ く初 期 の第一 歩を示 して いて,準 典礼 劇 の傑 作 であ る。 準典 礼劇

と見倣 す べ き所 以は,三 つ の主題即 ち,ア ダム とエ ヴァ,カ イン とアベル,予 言者 た ちの
あか し

証言,と い う場 面を持 つ この劇 の枠 を ・一応 形づ くってい るの が 七 旬節主 口Septuagesima
ごの

の典 礼,ラ テ ン語に よる交 訥 と,降 臨節 の際 の同 じくラテ ン語に よる応答 であ るか らだ。

礼拝 式用 の型 どお りのliturgicな ラテ ソ語 が 朗諦 され る とそ の意味 を説 明 し,解 釈 を行

う俗 語,フ ランス語(こ の場 合 ア ング ロノル マ ン語 とい って よい)に よる劇 が展 開す る・

この ドラマ ツノしギ ーは,Lか し,作 品が 全 く初期 の もので あるに拘 わ らず 見串1に統 ・が と
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れてお り,活 気に温れ,観 衆の心に訴えかける魅力ある主役たちを舞台に登場させ るので

ある。上演に必要な ト書が ラテン語で書きつけ られてある所か ら察 して役者は一部の者を

除 き修道僧,あ るいは修道院附属学校の学僧,生 徒であ った と考え られ ている。悪役のサ

タソ及びその手下共 とい う配役は僧侶に とっては喜ば しくない配役なので旅回 りの芸人,

吟遊詩人等がその役を貰い活躍 したであろ うとし、礫 しい推測 もできUo

現存す る写本は13世 紀後半のもので これを筆写 した写字生は南仏の人間であっただろ 曾。

然 し随所 に ア ソ グロノル マ ン語 の特 徴が 見 られ,ア ン グロノル マ ン韻律 の特微が 顕著 であ

　
る。古英語の 「創世記」GenesisBに 見 られるアダム誘惑の描写 と 「アダム劇」における

その場面の類似性が認め られ ることな どに よってこの劇が英国に於て成立 した可能性 も考

慮 し得 る し,ま た,ノ ・レマ ンデ,に 於 て成 立 した とい う見解 も多 い『 いつオ於 成立 した に

せ よ,現 在 一致 を見て い る諸学 者 の見解は,ま ず劇 の原 典が アン グロノル マ ン語 で書かれ

てあ った とい うこと,そ れ は ジ ョン王 又はヘ ン リー3世 の治世 にAquitaine周 辺 へ極め

て容易 に伝達 され たで あろ うとい うこと,そ して そ の写 しがToursの 単一写 本 とな って

残 ったで あろ うとい うことで ある。 写本 は229葉 か ら成 り,WaceのViedelaVierge

MarieやLaViedeSainteMargueriteも 含 まれ て お り,「 アダ ム劇」は写本 の20recto

--40rectoに 書 かれ てあ る
。 その うち ア ダム とエ ヴ ァの物 語 は20「'よ り31v'ま でであ る。

作者 は僧職 にあ ったのか,教 会 の教 えであ る十分 の一 教区 税 につ いて,収 穫 の初 物 を神
　

に捧げる習わ しについて言及する。作者はしか し,僧 であると同時に劇作家であった。彼

は当時の観衆が大いに関心を持ったであろ う話題,人 びとの生活に浸透 した事柄を巧みに

把えて,人 類の歴史の始 まりとい う厳粛で彪大な背景の中に何の苦 もな く移 し入れる。E .
0

ア ウエルバ ッハ の言 う リア リズ ムで ある。更 に彼 は登 場人物 の心理 描 写に優れ た手腕 を示

し,彼 等の性 格づ くりに非 凡 な冴 をみせ て いるので,こ の素 朴 な劇 の登場 人物 は まるで親

しみ の持 て る隣 人 の よ うに見 る者 に迫 り,語 りか けて くる。octosyllabicとdecasyllabic

を もって流れ る詩 の リズムに変化 をつけ る対話 は,微 妙 な心理 の綾 を短 い応 酬 に凝 縮 させ

る絶 妙の扱 い であ って,そ の短 い対 話 と対 照的 な アダム とエ ヴ ァの愁 嘆場 の長 台詞 と共 に

聴 く者を舞 台に惹 きつけ た こ とであ ろ う。翻 訳は ア ダム とエ ヴァの楽 園喪失 の物 語に限 っ

た。Aebischer版 を底本 と して随時 写本を 参照、してい る。 原文 ラテ ン語の 部分 は[]を

付 して示 した 。

一 訳一

ア ダム劇 の演 出手 順

[一段 と高い所に天国が しつ らえられる。 天国の中にいる人物は 肩か ら上だけが見える

よう,そ の高 さに天国の回 りを カーテ ンと絹の布が とり囲む。香 りの良い花 々や木の葉が
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散 りばめ られ る。その場所が大層楽しい所 と見えるように果実をつけた種kの 樹 を置 く。

やがてダルマチ カを身に着けた救世主が現われ る。 アダムとエ ヴァは彼の面前に立つ。ア

ダムは赤いチ ュニック上衣を着け,エ ヴァはまことに女 らしい白い服,白 い絹の上服を着

けてお り,二 人は神に向か って立つ。 アダムは然 し神に近 く落着いた顔付 きで立 ち,エ ヴ

ァは少 し顔を傭けている。 アダムが答えねぽな らぬ時は速す ぎも遅す ぎもせず答え られ る

ように充分弁えねばならぬ。彼 白身だけでな く全ての人達 が落着いて話す ように,又 話題

にしている事柄につぎ当事者にふさわ しい身振 りをするよ うに教え られていること。 リズ

1、を以て話す ときは音節を加えた り省略 した りせずに全ての音節を正確に発音 し,言 うべ

き事は次々と順に言 う。科白を言 うものが誰であれ天国を名指す時は,天 国の方をみてそ

れを手で指 し示す。

さて朗諦が始 まる:

(朗涌)最 初に神は天 と地を創 られた

それが終る とコーラスが歌 う:応 諦

主はか くして造 り給 うた
フィグラ

歌 が終 り,神(FIGURA,形 姿 と呼 ばれ る)が 口を開 く]:

ア ダム(Adam)よ!ア ダム答 えて:主 よ!

F.大 地 の土 か ら私 はお前 を創 った。

A.よ く存 じてお ります。

F.お 前は私 の似 姿 に した。私 の姿 を写 して 土か ら造 ・・たのだ。 以後 決 して私 に背 いては

な らぬ。

A.背 きはいた しませ ん。貴 方様 を信 じ,私 の創 り主に服 従 します。

F.私 は お前 に よい仲間 を与えた 。(10)そ れは エ ヴァとい うお前 の 妻であ る・妻 であ りお

お前 と同 じもの だ。彼女 には誠 実で なけれ ばな らない。 お前 は 妻を愛 し,妻 は お 前を愛

す る,そ うすれ ば お前 達二人 は私 の寵愛 を受け る。彼女 はお前 に従い ・そ して二 人 は私

の思い の儘 にな る よ うに。汝 の脇骨 か ら彼女 を造 った 。お前か ら生 まれた のだか ら他 人

では ない。 ま さし くお前 の身体 か ら作 り(20)女 はお前か ら出て きた,他 か らでは ない。

理性 に よ.,て 彼女 を支配せ よ。お前達 の問 にい さか いが な く,大 いな る愛 と豊か な理 解

が あ る よ うに。そ れが結 婚の掟 であ る。

[神 はエ ヴァ(Eva)に 向か って]:

エ ヴァよ,さ てお 前に話そ う。言 う事 を よく聞 き,よ く覚 えて お くの だ。私 の言 う通 り
あるじ

にすれ ばお 前の心 に優 し さが 宿 るであ ろ う。汝 の創 り主 な る私 を敬い,(30)私 を主 と認

めな さい。汝 の考 え,力,知 恵 の全 て を もって私 に仕 え るこ とだ。 ア ダムを愛 し,い と

しみ な さい。 彼は夫 で お前 はそ の妻で ある。彼 には常 に従 い,彼 の言 い付 けか らは,は

ずれ ぬ よ うに。優 しい心 で 彼に仕 え,愛 す るのだ,そ れが 結婚 のつ とめ であ るか ら.汝
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が ア ダムの良 き伴侶 とな るな らば(40)私 は汝 を ア ダム と共 に栄 え しめ よ う。

E.主 よ,私 はそ の よ うに致 します 。貴方様 のお気 に入 ります よ うに,何 事 も背 きは致 し

ません 。貴 方様 を主 と認め,ア ダムを私 と同 じもの,そ して又,よ り力強 きもの と認 め

ま しょ う。 アダムには常 に忠実 であ って,良 い相談相手 とな りまし ょ う。全 ゆ る ことに

ついて お気 に 召 します よ うに,主 よ,お 仕 えいた します 。

[そ こで神 は アダムを近 くへ呼 び寄 せねん ごろに 言 う]:

アダ ム,私 の言 うことを 良 く聞 くのだ。(50)汝 を造 ったか らにはふ さわ しい もの を汝 に

与 える。私の掟 を守 ればお前 は永遠 に生 き,病 に苦 しむ こ とな く,健 やか に過 ごす 。飢

え る こ ともな く,渇 きのため に飲 まね ばな らぬ こともない。寒 さもな く,暑 さ も知 らぬ。

お前 は喜び の中にあ り,疲 れ を知 らず,楽 しみ の中にあ り,決 して悲 しみ を知 らぬ。お

前 の生命 は常 に喜 びに浴 し,と こ しえであ り,生 命 に限 りはない。私 はその こ とを汝 に

告げ る,エ ヴァに もそれ を聞かせた い。(60)エ ヴァが分 か らねば 自 ら愚 もの とい うこと

だ。汝 は大地 の全 て の支配 権を持つ,鳥 類,獣 類,其 の他諸 々の富 の。羨む 者は無 益で

ある,何 となれ ば全世 界 は汝に従 うのだか ら。汝 に善 きもの悪 しきものをわ ぎまえ させ

る,そ の よ うな才覚を持つ 者は 自由を享 受す るのだ。全 てを公平 に秤 にかけ よ。私 の忠

告 を信 じ,私 に忠実 であ って欲 しい。悪 を捨 てて善に従 え。(70)汝 の主を愛 し,主 と共

にあれ 。た とえ どの様 な助 言を受 けて も私の 忠告をお ろそかにす るな。若 しお前 がそれ

を守れ ば決 して罪 を犯 しは しない。
めくみ

A.貴 方様 のお恵に深 く感 謝 します。 貴方様は私 を創 られ,善 と悪 とを私 の権限 の中にお

くとい う恩恵 を授け て下 された。私 は喜ん で貴 方に奉仕 します。貴方 様は私 の主 であ り,

私 は主 に造 られ しもの。貴 方は造 り賜 い,私 は主の被造物 です。心 を尽 してお仕 えせぬ

よ うな(80)よ こしまな心 には決 して な りませ ん。

[そ こで神は片手 で天国 をア ダムに示 し,次 の よ うに言 う]:

F.ア ダムよO

A.主 よ。

F.私 の考 えを聞かせ よ う。 さあ,こ の園を見 よ。

A.何 とい う所 です か。

F.天 国だ。

A.ほ ん と うに大 変美 しい。

F.私 は天 国を其処 に置 いた。其処 に とどまる者 は私 の友 であ る。 お前 は天国 に とどま り,

それ を守 る よ うに。

[彼等 を天国に送 り,言 う]:

この中にお前 たちを住 まわ せ よ う。

A.我kは 此処 に長 く住 め るのですか 。

4
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F.間 違 いな く永遠 に生 きるの だ。決 して死 ぬ こ とな く,病 に も罹 らぬ。

[コ ー ラスが歌 う:応 諦

そ こで神 ぱ人を連れ て行かれ た

それか ら神は片手 を天国に 向け て上げ,言 う]:

この園の 自然 の さまを教 え よ う。(90)此 処では如何 な る楽 しみ も欠け る ことがない のだ。

この世 で凡て被造物 が欲 しが る善 きものはそれ ぞれ此の ところで望み通 りに与え られ る。

此の園 では女は 男の怒 りを 知 らず,男 は 女にた い して恥 も恐怖 も覚え させぬ。男ぱ罪 な

くして子供をつ くり,女 は苦 しまず して子 供を生 む。汝は永遠 の生 命を得,幸 福 に生 き

る。お前 は決 して年 を と らぬ 。死 を恐れ る ことはない,そ れは汝 に危害を加 えぬ。(100)

汝 は天 国か ら外へ 出ず に,此 処 で暮 らす のだ。

[コ ーラスが歌 う:応 諦

主は アダムに語 られた

そ こで神 は アダムに天 国の木を示 して 言 うコ:

お前は気儘 に この果 実の全て を食 して よい。

[それか ら禁 じられ た樹 とその実 を示 して言 う]:

お前 に これは禁 じる。 どんな楽 しみ も これか ら得 てはいけ ない。若 しこの木 の実を味わ

うな らば,直 ちに死 を感 じ,私 の愛を失 う。お前の境 遇 も悪 しきさまに変わ るのだ。

A.私 は貴 方様 の掟 を全 て守 ります 。私 もエ ヴァも決 して掟 に背 くことはあ りません。 た

った一個 の果実で この よ うな 領地 が失 くなるので した ら,私 が外 へ風の中 へ投 げ捨て ら

れ るのは 当然です。 リンゴー一つ のために私 が貴方様の愛 を捨て るのな らば,(110)正 気

であれ狂気 であれ,私 は反逆者 に対す る法 に よ り裁か れ るべ きです 。誓い を破 り自分の

あ る じを裏切 るん ですか ら。

[そ こで神は教 会の方へ 行 き,ア ダム とエ ヴァは誠 実な心を もって喜び なが ら天国 を 適遥

す る。そ の間悪魔た ちは 舞台 の方 へ集 まって きて様子を窺 う悪魔 らしい身振 りをす る。

彼等はやが て天国へ近付 き,禁 じられた木 の実を エ ヴァに指 し示 し,食 べ る よ うに と何

や ら誘 ってい る。

それか ら悪魔(DIABOLUS)ぱ ア ダムに近寄 り,そ して言 う]:

何 を してい るのか ね,ア ダム?

A.と て も楽 しく此処 で過 ごしてい ます 。

D.う ま くや っているのか い。

A。 苦しみな ど何 もあ りませ ん。

D.も っと良 くなれ るのだが な。

A.ど の様に してなれ るのか分 か りませ んが。

D.知 りたいかね。
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A.私 が もっと上手 くやれ るん です って!

D.ど んな工合 にす るのか知 っているぞ。

A.何 の必要 があ りま しょ う。

D.必 要 でない こ とは なか ろ う。

A.役 に立 ち ません。

D.い や,役 に立つ。

A.ど れ程 だか分か りませ ん。

D.(120)性 急 にお前 に言 うことはで きぬが。

A.ま あ,言 って下 さい。

D.言 わぬ ぞ。 お前 さんが頼み疲れ るの を見る までは。

A.私 は知 らな くとも良いです よ。

D.つ ま りだな,お 前 さんは も うそれ 以上の善 い ものを持つ必要はな いのだ,お 前は最 も

善 い ものを持 って いるのにそれ を楽 しむすべ を知 らんのだね。

A.ど うしてですか。

D.聞 きたいか,こ っそ りと教 えてや ろ う。

A.是 非 そ う願いた いです。

D.ア ダム,ま あお聞 き,し っか りと聞 くのだ ぞ。(130)お 前の得にな るこ とだ 。

A.そ れでは 聞きます 。

D.私 を信 じるかね 。

A.え え,し っか りとO

D.ま った く全 てだ ぞ。

A.一 つだけ は別ですが。

D.ど ん な事 だ。

A.言 いま しょう,私 は 創 り主には背 きませ ん よ。

D.そ んなに畏れて いるのか。

A.え え,確 かに。私 はあのお方を愛 し,そ して また,恐 れて います。

D.お 前は分か っちゃいないね,自 分 に何が で きるのか。

A,善 い ことも悪 い こともで ぎます。

D、 悪 い ことが起 るな ど と思 った 日が禍いだ。(140)お 前 さんは栄光 に包 まれ てお り死 に

は しないのだろ う。

A.神 は私 に言われ ま した。掟 をふみはず した時は死 ぬのだ と。

D.そ の大 それ た違反 とは どんな ものか,今 す ぐに聞 きたいね。

A.え え,す ぐに言 い ます よ。神は私 に命 じられ ました。天 国にあるあ らゆる木 の実を食

べて も良い と,但 した った一 つだけはいけ ない と,そ う教えて下 さい ました。 その木は
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禁 じられてい ますか ら(150)手 を触 れぬ よ うにして い ます 。

D.そ れは一体 どの木だ?

[そ の時 アダムは手を差 し伸べ,悪 魔に禁断の木 の実 を示 して言 う]:

A.あ の木が 見え ますか,ま さしく神が禁 じ給 うた木 です 。

D.何 故 なのか知 ってい るのかい。

A.勿 論知 りませ ん。

D,そ の理 山を教 えてや ろ う。他 の果物 は彼に とって何 も重 要ではない、,

[片手で禁 じられ た果 実を示 し,そ して ア ダムに言 う]:

あの高 い所 にぶ ら下 ってい る果実 の他 はだ。あれは知恵 の木 の実だ。全 ての知識 につい

て の知恵 を与 え る。あれを食べれば お前は善い こ とをす るのだ よ。

A.(160)私 が どんな ことを。

D.い ずれ分か ろ う。お前の眼は直 ちに開 け,あ るべ き事柄は全 てお前に明 らか とな る。

お前のや りた い事 は全 てで きる。木の実 を引張 って摘み とればお前 さんは良い こ とをす

るのだ よ。お食べ,た めにな るか ら。何 も神 を怖 れな くなる よ。食べ て しまえば,お 前

は神 と等 しい者だ,だ か ら彼はその木 の実 を禁 じよ うとす るんだ。私を信 じるかね?

果実を食べて ごらん。

A.そ うは しません。

D.可 笑 しな こ とを聞 くものだ,食 べん のか?

A.(170)食 べないO

D.何 とお前は愚かだな。 この言葉 をお前は また思 い出すだろ うよ。

[そ こで悪 魔は退場 し,他 の悪魔の ところへ行 く。 舞 台を一一・回 りして しば らく間を置いて

か ら楽 しそ うに嬉 しそ うに,ア ダムを再び 誘惑 に行 く,そ して言 う]:

D.ア ダム,何 を してい る?考 えを変 え るかね,お 前 さんは まだ馬鹿な考 えを してい る

のか?さ きにお前に言 って お こ うと思 ってい たのだが,神 の施 しを受け る者 として,

この果実を食べ るよ うに と神 はお前 を此処 へ置かれ たんだ よ。 他の楽 し み は あ る の か

いO

A.え え,勿 論 欠け るものぱ何 もあ りませ ん。

D.(180)も っ と高 望みを しない のか い?神 があんたを庭番 に したのだか らもっ と も っ

と自分の身 を大切 に楽 し くで ぎるだ ろ う!神 はお前を 自分 の場所 の守 り番 に した のだ。

お前 さんは他 の楽 しみを求め ないの かい?た だ腹…杯食べ させ よ うとお前を造 った の

かい?も っと別な栄誉は与 え られ ないのか,よ くお聞 き,ア ダム,私 の言 うこ とを 聞

くのだ よ。私ぱ心 底お前に忠告 しよ う。 お前 は主 な どい らな くなる,(190)つ ま り創 り主

と同等 にな るんだ 。総 てを言 って上げ よ う。 あの林檎を食べれば だ,

[悪魔 は天国の方へ手 をあげる]:
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汝は尊厳 を以 て支 配 し,神 と力を分かつ ことがで きる。

A.こ こか ら出てゆけ!

D.ア ダム,何 と言 ったんだ?

A.こ の場 か ら立 ち去れ,お 前 はサ タ ンだ。悪 い忠告 を私 に吹 き込 む。

D,私 が どの よ うに してだ?

A.お 前は私 を神 罰の苦 しみに落 とした いのだ な。我が主 とい さか いを させ,(200)私 を

喜びか ら奪 い,苦 悩 に陥れ よ うとす る。お前 なんか信 じないそ,悪 魔 よ去れ!私 の眼の

前に再び現れ るん じゃないそ!そ ん なに厚 か ま しくす るな!お 前 は裏切 老で真心 の

ない奴 だ。

[そ こで悪魔は悲 しそ うに頭 を垂れて ア ダムか ら離 れ,地 獄 の門の所 まで行 き,他 の悪魔

と話をす る。それか ら観衆 の中を一め ぐ りし,や がてエ ヴァのいるあた りか ら天国へ近付

く。嬉 しそ うな顔 を してエ ヴァにおべ っかを使 い,次 の よ うに話 しか ける]:

エ ヴァさん,さ あ,貴 女 の所へ 来 ま した よ。

E.サ タ ンよ,ど うしてなの,言 って下 さらない?

D,貴 女のため になる ことと貴女の栄誉 を求め てい るんです。

E.神 様 がそ うして下 さい ます よ うに!

D.怖 が ってはいけ ませ んね。天 国に関す る全ゆ る もくろみを,か な り前か ら(210)私 は

聞いて知 っています よ。その一 部分を貴女 に言 って上 げ よ うと思 って。

E.じ ゃ始 めて下 さい ま し,聞 きます わ。

D,聞 ぎますか。

E.え え,聞 きま し ょう。何 も貴 方を怒 らせた くあ りませんか ら。

D.私 の話を隠 してお けますか 。

E.え え,た しか にO

D.露 見す るだ ろ うが なあ。

E.絶 対にそ んな ことしません。

D,そ れでは貴女 を信頼 しよ う。それ以上 の確証 はい らない。

E.あ なたの言葉 を信 じて下 さって よろ しい の よ。

A.(220)貴 女は育 ちが 良いね 。 アダムに逢 ったが あれは全 く馬鹿だ よ。

E.少 し堅 物なの です。
⑩

D.い ずれ柔か くなる さ。今 の ところ地獄 よ り周い。

E.彼 は高貴なの ですわ。

D.そ れ どころか奴隷だ。 自分 の ことを気遣お うとしない。少 くともせめ て貴 女は考えな

な さい よ。 貴女は弱 くて 優 しい ものなのだ。 薔薇 よ りも瑞kし く,水 晶 よ りも白 く,
カップ ル

(230)谷 間の 氷 上に降 る 雪 よ りも白い。 創 り主 は悪い夫婦を造 った ものだ。あんたは と
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て も柔か く,彼 は堅す ぎる。然 しなが らあんたがず っと賢 い,心 に立派 な分別が宿 って

い る。だか らこそ貴女 とお近付 きになるのが よい んだ。貴女 と話 したい。

E.え え,結 構です。

D.誰 に も知 らさぬ よ うに。

E.一 体誰が知 るん ですの?

D,ア ダムに もo

E.知 らせ ません,私 か らは。

D.そ れでは言 うか ら,言 うことを聞いて欲 しい。(240)我k二 人 しか此 の場 にはいない。

アダムは 向 こうだか ら我 々の話は聞 こえない。

E.大 きな声 で話 して下 さいな。彼には何 も分 か らぬで し ょうか ら。

D.こ の庭 で貴女のため に仕組 まれてあ る大いな るはか りごとを話 して上 げ よ う。神が貴

女 に与 えた果実 とい うのはたい して善い所 がな く,貴 女に厳 し く禁 じた果実 ぱその中 に

たい した 力を持 ってい る。その中に こそ生命 の恩寵 と,(250)力 と支配 と,善 と悪 の全

ての知識 の恵みが ある。

E.ど んな味 です の。

D,天 上 の味わ いだ。貴女の美 しい肢体,美 しい顔に この様な嶢倖はふ さわ しい筈,貴 女
あ る じ

が全世界 の女主人,天 上 と地底 の女主人 とな り,存 在すべ き全ての物事 を知 り,全 ての

ものの良 き主 となる,こ の様 な幸運ぱ全 くふ さわ しい。

E.こ の果物 がそ の よ うな ものなんですか。

D.そ うだ,た しか に。

[そ こで エ ヴァぱ念入 りに禁 じられた果実を 見る。それ を長い間 見つめてか ら言 う]:

E.(260)見 てい るだけで も気 持の良い ものだわ。

D.そ れを食べれば貴女 は ど うなるか。

E.私 が,ど うなるか知 りませ ん。

D.私 を信 じないのかね。では先づそれを取 りアダムに与えな さい。直 ちに天上 の王冠が

手には入 る。貴方がたは天上の創 り主 と同等にな り,神 は彼のはか りごとをあんた たち

に隠 しだて できな くな る。その果実を食べ るや否や心は変わ る。あんたたちは 間違 いな

く神 と共 にあ って(270)同 様 の至善 と同様 の権能を持つのだ。 さあ,そ の果物を食 べ て

ご らん!

E.ど うしま し ょうかQ

D,ア ダムなんぞ信 じるな。

E.そ うしま し ょうQ

D.何 時食べ るかね?

E.待 っていただ きたいの,ア ダムが休息す るまで。
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D.さ あ,食 べ るのだ よ。怖 が らず に!ぐ ず ぐずす るのは子 供 じみ ている!

[それか ら悪魔 はエ ヴァを離 れ,そ して地獄 の方へ行 く。 アダムが エ ヴァに近付 いて くる,

彼女が悪魔 と話 していたの で腹 を立 てな が らエ ヴァに言 う]:

妻 よ,私 に言い な さい。悪 いサ タソが何 を求めた のだ。お前 に何 を望ん でいたのだ 。

E.彼 はわ た した ちの利益 につ いて話 しま したの。

⑪
A.(280)裏 切 者な ど信 じてはいけ ない,あ いつ は裏切者だ よ。 よ く分 か ってい る。

E.ど うしてですの?

A.試 した んだ。

E.そ れで彼 に逢 って ど うな るってい うの。考 えを変え させ るん で し ょう。

A,そ ん な こ とは させん。 あいつを試 してみ るまでは何 も信 じない そ。

奴がお前 の側 に来 るのを決 して許すな。全 く不実 な奴 なんだか ら。且 て 自分 の主 を裏 切

り(290)神 の高 い位 に身を置 こ うと した。 そん な ことを した恥知 らずがお 前の方 に逃 げ

て こ られ ては困 る。

[そ の時人工 的に作 られ た蛇 が 禁 断の木 の幹に くっつ いて登 る。 そ の木 の傍 らのエ ヴァは

小 さい耳をそれ に近付け て恰 も蛇の勧 言を聞 く振 りをす る。それか らエ ヴァは林 檎を受 け

取 り,ア ダムに手 渡す。彼 はそれを まだ受け取 らない。 エ ヴ ァが ア ダムに言 う]:

食 べて ご らんな さい,ア ダ李!貴 方は これ が どの様 な ものか知 らないん です 。私 た ち

のために用 意 されてあ る この素晴 らしい もの を と りま し ょう。

A.本 当にそん なに 良い ものか?

E.お 分 か りに なるわ。で も味 わ ってみ なければ分 か らな いで し ょ う。

A.ど うか怪 しいなあ。

E.た め らわ ないで下 さいな。

A.い や,そ うは しない。

E.ぐ ず ぐず して いるなん ていや にな って しま う。

A.じ ゃあ,そ れを貰 うよ。

E.さ あ,召 し上れ。(300)こ れ を食べ て善悪を知 る よ うにな るの よ,私 が先 に食 べ ま し

ょう。

A.私 はあ とだ。

E.そ うね。 きっ とよ。

[エ ヴァはそ こで林 檎を少 しか じり,ア ダムに言 う]:

食べ ま したわ。 まあ,何 とい う味で し ょう。 こんな美味 しい もの食べた ことが ない,こ

の林 檎はそん な味 なの……

A.ど ん な味だ って?

E.人 が味わ った こ とのない よ うな もの。私 には今 とて も判然 とものが見 える。全 能 の神
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の よ うよ。全 て これまでに有 った こと,又 これ か ら有 るべ きことが(310)私 には完全に

分か ります。私 は全 ての ものの主。 ア ダム,お 食べな さい。躊 躇せず に,そ れを取 るの

が一一番 よいの よ○

[そ こで ア ダムはエ ヴァの手か ら林檎を受 け取 り言 う]:

A.お 前を信 じよ う。お前は私 と同 じものだか ら。

E.あ が りな さいな,疑 っては いけないわ。

[そ こで アダムは林檎を少 し食べ始 め る。 それを食べ る と直 ちに 自らの罪を悟 り,人 々に

見られ ぬ よ うに身をかがめ る。立派 な衣 服を脱 ぎ,無 花果 の葉でで きた貧 しい衣 をつ けて,

この上 な く悲 し相に嘆 きの言葉 を言い始 め る]:

ああ,罪 人 よ,私 は何 を したのだ。取 り返 しはつ かず,私 は今死ん で しま った。救 いの

望み もな く私は生命 を落 とした。私 の運命 は随分 ひ どい所 へ落 ちこんだ。私 の幸せ な状

態ぱ不 幸に変わ った。(320)と て も幸福 だ ったのに今や何 とい う惨 め さ。 私 は悪い妻の

助言 に従 って私 の創 り主 に背いた。 ああ情 けない,罪 深 い私は ど うしよ う。我 が主を ど

の様に してお待 ちす るのか。 自分の愚か さ故 におろそかに した主のみ前 に どの様に して

罷 り出 られ よ うか。 こんな悪い取引 きは した ことがない。今,私 は何 が罪 かを知 ってい

る。あ あ,死 よ!何 故 私を生か して お くのか,(330)私 を世 界か ら引 き離 さぬ のか 。 何

故私 に尚 も世界 を微 させ る?私 は地獄 の底 を味わ うべ きだ。地獄 の中が私 の住 みか と

な ろ う。私 を救 うお方がや って くるまで地 獄で私 は 日kを 過 ごそ う。いつ こか ら其処 へ

私 のために助 けが来 よ うか?い つ こか ら地 獄へ,私 の ため に救 いが こよ う。誰が その

1督【督1しみか ら私 を引 き離 して くれ よ う。我 が主 に背いた私 に(340)誰 一人友 とな って くれ

る者は いない。私を地 獄か ら引 ぎ出す程 の大 きな力を持つ人は誰 もないだろ う。 も うど

うしよ うもな く私 は破滅だ。我 が主 に対 しこの様 な悪 肇を働 いたか らにば弁 明に立 つ余

地 もな い。 まこと私 の過 ちで,彼 は正 しいのだか ら。 ああ神 よ!こ んなに呪わ れたひ

どい状態 です 。誰が今後私を思 い出 して くれ ま しょう。栄光 ある王に背いたのです。天

上 の王に対 し罪を犯 したの です か ら(350)一 一一一rSの弁解 の言葉 もあ りません。 この状態に

け りをっけ私 を裁 きか ら引 き出 して くれ る友人 も隣人 もお りません。神が私 に等 しい も

の として 与えて下 さった私 の妻 さえ私を裏切 った今,私 を助けて下 さる よ う誰に祈 った

らよいで し ょう。彼女は私 に悪 い忠告を 与えた んです 。ああ,エ ヴァよ!

[そ こで 自分 の妻であ るエ ヴァをつ くづ くと眺めて言 う]:

ああ,心 を狂わせた妻 よ!お 前は不 幸 にも私か ら生 まれた。(360)こ んな不 幸な境 遇

に私を陥れた このあば ら骨 は焼 かれて しま ・・ておれ ば よか った。 こん なひ どい騒 動を起

こ したのだか らそのあば ら骨 は火に くべ られ て然るべ きだ った。神は あば ら骨 を私か ら

取 られ た時 ど うしてそれを焼 いて しまわず,私 を殺 しもされなか ったのか。脇腹 の骨 が

全 身を裏 切 りそ して狂わせ,我 が身 を虐 待 した。 ど う言った ら良いか ど うした ら 良 い
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か私 には分 か らない。 も し天上 の恩寵が下 らぬ とすれ ば私 は苦 しみ か ら免れ られ ない。

(370)私 の心 を さい なむ のは この心 痛だ。あ あ,エ ヴァよ!何 とい う不幸!お 前 が

且 て私 と同 じものにな った時,何 た る重荷 を私 に背 負わせ たか 。今私はお前 の助言 のた

めに身 を滅ぼ し,お 前の助言ゆ えに不 幸 とな り,大 層な高みか ら下 に落 とされた。権能

あ る神 でない限 り,こ の世 に生 を享けた人 の手に よってでは其処 か ら引 き上 げ られぬ だ

ろ う。私 は何 を言 ったのか。 ああ,何 故 神の名 を呼んだのか 。神は私 を助 けて下 さろ う

か?(380)私 は あの方を怒 らせた。 マ リアよ り生れ る御子 のほかに は如何 な る救 い も求

め られ まい。神 に信仰 を捧 げなか ったのだか ら希望が持 てるか ど うか は分 か らない,今

は全 て神の思 し召 しにな ります よ うに。我 々には死が あ るのみだ 。

[そ こで コー ラスが始 まる:応 調

その時神は迫遥 され ていた

コーラスがそ う歌 うと神は長い衣 服を着け て現われ る。あた りを見廻 しなが ら天国へ とは

入 り,ち ょうどア ダムが何 処 にい るかを探 してい る様 子であ る。 アダム とエ ヴ ァは恰 も自

分 た ちの哀れ な有様 を知 って い るかの よ うに天 国 の隅 に隠れて い る。そ こで神が言 う]:

アダム よ,い つ こか ○

[そ の時 両人が神 の方にむか って立 ち現わ れる。然 し完全 に直立 してい るのではな く自 らの

罪 に対す る恥 ずか しさか ら少 し身体を かがめ,大 変 悲 しげ であ る。 ア ダムが答え て言 う]:

我 が主 よ,私 は ここにい ます。貴方 様のお怒 りを怖れ て身 を隠 してい ま した。 そ して私

が裸 であ ったので(390)こ んな工合 に隠れ ていたの です 。

F.お 前は何 を した のだ。 どん な過 ちを したのか。誰が お前を幸せ な状態か ら引 き離 した

のか。一一体何 を した のだ。何 故恥ず か しいのか。

A.ど の様 に貴方様 に話 を 申 し上 げて よいのか。

F.こ れ までお前は 自らを辱 しめる よ うな ものは何 も持 ってい なか った。今 お前は大層悲

しげで憂 筐な顔 付を してい る。 その よ うに してい るのは何 か幹 める ところがあ るのだ な。

A.貴 方様 の前で大変恥ず か しい思 いを してい ます。

F.(400)ど うしてか。

A.大 きな着恥が心 をがん じが らめ に してい るの で私 は貴方様 のお顔 をみ つめ る勇気 があ

りませ んQ

F.何 故 お前は私の禁 令を破 ったか。それ はお前 に とって大 いに益 であ ったか。汝 は私 の

しもべであ る。私 は汝 の主だ 。

A.貴 方様 に さか ら うこ とはで きません。

F.汝 を私 の似姿 として造 った 。何 故私 の命 令 に背 いたか。 ま さし く,汝 を私 の姿 ど うり

に造 り上 げた。(410)そ の故 に この よ うな侮 辱 を私 に与 えた。汝 は私の禁 令を守 らず,

故 意 にそれを破 った 。お前は果実 を味わ った。それ は私 が お前 に話 して おいた果実 であ
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り,禁 じておいた ものだ。食べた ことでお前は私 と同等 になろ うと考 えたのか。嘲弄す

る心算だ ったのか,ど うかね。

[そ こでア ダムは神にむか って手を差 し伸べ,そ のあ とでエ ヴァを指 差 し,そ して言 う]:

貴方様が私に与え られた妻が まず貴方 に背 くこの罪 を犯 しました。果物 を私 に くれ まし

て,そ れを私 は食べ ました。(420)思 い ますに,そ れが害毒にな りました。 この食べ も

のを不幸に も知 りま した。私 は妻ゆ えに悪い事 を したんです。

F.お 前は私 を信 じる より自分 の妻を信 じ,私 の許 しな くして果実を食べたのだ。お前に

似合 う報酬を与える。大地は呪われ るであろ う。その大地 に麦の種 を播 くとも,そ れは

実をな さぬ。お前 の手の下 で大地は呪われ(430)耕 作ぱいたづ らに徒労 となるQ大 地は

その果実を拒み,い ば らやおになべ なを成長 させる。お前の罪状ゆえに呪われて,お 前

の播 く種 を変 えて しま うのだ。大いに精出 して働 き,大 いに苦 しんでパ ンを食べ なけれ

ば な らない。大いな る苦悩を以 て,大 いに汗を流 して,お 前 は夜 も昼 も生 きる ことにな

る。

[そ こで神は エ ヴァの方へ振 り向 ぎ,恐 ろ しい顔 で次の よ うに言 う]:

汝,エ ヴァよ,悪 しき妻 よ,(440)お 前はい ち早 く私に反抗を始めた。私 のいま しめ を

ほ とん ど守 らずに。

E.悪 い蛇が私を騙 しま した。

F.蛇 の言葉でお前は私 と等 しくなれ ると思 った のか0何 が起 こるか分か ってい るのか。

汝 は生 ある全ての ものを支配 してお ったのに。何 とこの様に早 く汝はその支配権を失 っ

て しま った ことだ。私 は汝 が今悲 しみに くオ1,不 幸にな ったのを見る。お 前は利 を得 た

のか,あ るいは失 ったのか。(450)私は汝 にふ さわ しい ものを ケえ よ うUお 前の奉仕に報

い るのだ。全ゆ る点でお前 の状態は悪 くなる。悲 しみの中に子供 を生み,子 供 たちはみ

な苫 しんで年月を過 ごす。お前の子供たちば苦 しみの中に生 まれ,苦 悩の中に死ぬ。 こ

の様な二苦難 と悲惨をお前 とその子孫に味わわせ る。汝か ら生 まれ 出ず る者は(460)汝 の

罪 を歎 ぎ悲 しむであろ う。

[エ ヴァは答 えて,言 う]:

E.私 は罪 を犯 しました。 それぱ狂気のせいです。た った一個 の林檎のために私 の子孫を

苦難 に陥れ るとい う程の大 きな災難 を受 けるので し ょうか。些細な利得のため に私は大

ぎな債務 を負 うのですね。私が悪を行 った として も,そ れはたい して不思議 じゃあ りま

せん。人 を誘惑す る蛇が私を騙 したんです か ら。蛇は悪い ことを沢 山知 っていて小羊 と

は比ぶべ くもあ りませんわ。蛇に助言 を求め る者は不 幸にな ります。私 は林檎を取 りま

した。(470)愚 かな行為を したのは存 じています。貴方 様の禁止に も拘 らず,そ れ に 対

し不誠実 な行動を しま した。悪を味わい,貴 方様か ら憎 まれ てお ります。果物 を 一一一か じ

りしたために私 は生命を失わねばな りません。
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[そ こで神は蛇を脅 し,そ して言 う]:

F.汝,蛇 よ,呪 われてあれ!汝 に私の権限を再び行使す る。汝は生涯 くる日もくる日

も腹を地につけて這い回るが よい。森にあってもあるいは平野,荒 地にあっても塵埃の

みが常に汝の食物 となるであろ う。女はお前を憎み,(480)お 前の危険な隣人 とな る。

お前は女の踵を待ち伏せするであろ うが,女 はお前の舌をひ き裂 く,お 前が非常な打撃

を被ることとなるその様な槌で,女 はお前の頭を打つ。また更に,女 はどの様に して汝

に復讐できるかを熟慮するのだ。お前が女 と知 り合 ったのは運が悪かった。女はお前の

頭を下げ させるであろ う。さらに,女 か らその子孫が生 まれ(490)彼 は汝の力を打 ち 砕

くこととなる。

[そこで神は彼等二人を天国か ら追放 し,そ して言 う]:

さあ,天 国の外へ出て行 くのだ。お前達は この園を愚かにも交換 して しまった。お前達

は大地に家を建てるのだ。最早天国に留まる理由がない。当然の権利 としても う何 も要

求できぬのだ。永久にここか ら立ち去れ,裁 きによって,も う何も所有することはでき

ぬ。他の場所で住み家を求めよ。至福の地を離れ よ。(500)か くして一一週の一 日た りと

も飢Lと 疲労は尽きず,悲 歎 と苦悩は尽 き果てぬ。大地にあって汝等は幸せ薄 き日kを

過 ごし,そ の後遂に生命を落 とす。死なるものを味わったあとは息つ く暇な く地獄へお

もむ くのだ。肉体は この世に追放され,魂 は地獄で苦しみを受ける。サタンが汝等 を支

配 し,(510)お 前達を助け得る者はいないのだ。 もし私がお前達に憐れみをかけねば誰

がお前達を救 うであろ うか。

[コーラスが歌 う:応 諦

汝の顔に汗宿 り

その間に天使が白衣を着て現われる。光 り輝 く剣を手に している。その剣を神は天国の門

に置 き,そ して次のよ うに言 うコ:

天国を しっか りと守護せ よ。この追放 され し者が決 して天国へは入 らぬ ように。この無

法者が生命の果実に触れるとい う権力と権限を二度 と持たぬ よ うに焔 と燃えているこの

剣を以て,侵 害者に対 し充分に天国の道を守れ。

[天国より追放 されたので,い かにも悲 しそ うに困惑 して,二 人は地面につ くほ ど,踵 の

上にかがみ込む。神は彼等を片手でさし示 し,顔 を天国の方へ振 り向ける。

コーラスが歌い始める:応Ftld

見 よ,ア ダムは孤独 となりて

それが終 ると神は教会の方へ退場。それか らアダムは鋤を,エ ヴァはま ぐわを持ち二人は

大地を耕 し始め,そ の地に麦を播 く。播 き終 ると仕事に疲れたよ うにかたわ らへ腰を下ろ

しに行 く。弱々しく屡々天国を見上げ,自 分の胸を叩 く。その間に悪魔がや って来て彼等の

耕地にとげのあるrや 烈了を植え,立 ち去る。やがてアダムとエヴァは耕地の方へ来て茨や
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・Yrfll{rが立 ち現われた のを 見付け,激 しい悲 しみ に打 ちのめ され て大地 にひれ 伏す。 そ してや

お ら起 き上 り自分 の胸 と太腿 を打 ちなが ら絶 望 の身 振 りをす る。 アダムは嘆 きの言葉 を始

め る]:

あ あ情 け ない!み じめな さま よ,人 間 が崇め奉 る主 を捨 てた とい う私 の罪 が私 にふ りか

か った(520)こ の不幸 な時を 見 よ うとは。主 が私を 救 って下 さる よ うに と,誰 が と りな

して くれ よ うか?

[そ の場 で アダムは天 国を振 り返 り,両 手 を天 国の方へ上 げ頭 を垂れ,そ して言 う]:

お お,天 国 よ,最 も美 しいすみ か よ,緑 の木 ・々多 き栄光 の庭 よ,そ れは お前の 眼に何 と

美 し く映 るこ とか 。 ま ことに私 は 己れ の罪故 に其 の場 所か ら放 り出 され た。天 国へ灰 る

希 望 も全 て失 って しま った。私 は天 国の中 にいた,け れ ども天 国を享受す るす べを知 ら

なか った。天 国か ら直 ち に私 を立 ち去 らせ るこ ととな ったあ の助 言を信 じた。今 や私 は

悔 ん でい る,私 が腹 を立 て るの も当然だ 。(530)し か し遅 す ぎる,私 の嘆 きは何 の役 に

も立 たない。私 の判 断力は何処 へ行 ったのか 。何 を考 えていた のか。栄光 ある王を サ タ

ンのため に捨 てた とは!今 や私 は一生 懸命 に働 くのだが,ほ ん の少 し しか益 は ない。

私 の罪 は物語 に 書か れ るだ ろ う。

[そ こで エ ヴ ァにむか って手を上 げ る,彼 女 は少 し離れ た ところに い る。 ア ダムは非常 に

憤 慨 して頭を ふ りなが ら言 う]:

ああ,悪 い妻 よ!裏 切 りに満 ちた女 よ!全 くの滅 びの道 へ とお前 は直 ちに私 を誘 った。

何 と して私 の理 性 と判 断力 を失 わせた のか。私 は今,後 悔 して い るが 許 しぱ得 られ ない。

哀れな エ ヴァよ!何 と悪 に引 きず り込 まれ た こ とか,(540)お 前はす ぐさ ま蛇の 忠告 を

信 じて しま った。 お前 ゆ えに私 は死 ぬ,私 は生命 を失 った。 お前 の罪 は 書物 に記 され る
しるし

の だ。お前 には大 いな る混 乱の徴 がみ え るか。大地 は我kの 呪 を感 じと ってい る。我h

は小麦 を播 いたが,土 地 には おになべ なが生 じた。様 々の 罰の始 ま りだ,悲 惨 な こ とだ 。

然 し更 に恐 ろ しい死 が我 々を待 ち受 けてい る。それ か ら地獄 へ連れ て 行かれ るだ ろ う。

思 うに,(550)其 処 では苫悩 に も責['fFIにも欠 け る ことは ない。

み じめな エ ヴァよ!ど う思 うか ね。お前 はそれ を手に 入れた 。それ がお前 に寡婦 資産

と して 与え られ たの だ。以後 お前は 決 して男に善 きもの を提 供す るこ とはなか ろ う。常

に理性 の正道 には 従わぬだ ろ う。我 々の家系 か ら生 れ て くる全 ての者 ばお前 の罪 の重 荷

を感 ず るこ ととな る。お前 は悪事 を働 いた。そ の罪は全 ての人 にふ りか か る。そ の罪 の

II'iしみを変 え得 る人 はな かなか現 われ ない のだ 。

[そ こでエ ヴ ァは ア ダムに答 え る]:

ア ダ1、,御 立派 な貴方,随 分私 を侮 辱 な さったのね 。(560)私 の悪 い と ころを並べ 立 て

て非難 な さった 。私 が卑 劣 な行為 を したの な ら,私 がそ の[._rを受 け ま し ょう。私 は罪 人

で,神 のお裁 きを受 け ます 。私ぱ 神に対 して も貴 方に対 して も大変 悪 い こ とを しま した。
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私 の悪行は これか らも長い間誹諺 され るで しょう。私 の罪は重 くその罪過 に私は恥 じ入

ります。私は罪人で,善 い ところは全然あ りません。神に対 し弁明する余地はあ りませ

んし,自 分を罪過ある者 と認めないわけにはまい りません。お許 し下 さい。私には償い

ができませんか ら。(570)も しできるな らば捧げ物に よっていたしましょうに。 私は過

ちを犯 した哀れなみ じめな者です。私の背信ゆえ,神 に対 し恥ずか しくてな りません。

死 よ,私 を捕 えてお くれ。私の息の根を止めてお くれ!私 は危難に溺れ岸にはたど り

着けないのです。邪悪な性質の墜 落 した蛇が危険な果実を私に食べ させました。私はそ

れを貴方に上げました。善いことを していると思ったのです。そ して貴方を罪に陥れま

した。そ こか ら貴方も逃れ られないんです。何故私は創 り主に従わなか ったのでしょう。

(580)ど うして私 は貴方の言い付けを守 らなか ったのか しら。貴方は罪を犯 しました,

けれ どもそれは私が原因です。我kの 罪の償いは長いことかか りましょう。私の罪餐,

私の大 ぎな不幸については,私 達の子孫が高価な犠牲を支払 うで しょう。罪の果実は甘

か ったけれ ども苦 しみは厳 しい ものです。食べたのが悪いのです。叛逆は我kの なした

ことです。 しか しながら,私 の希望は神の御手の うちにあ ります。 この罪科のあがない

は高価であ りましょうが,神 は私に恩寵をお与え下 さ り,顕 現遊ば されて,(590)み ち

か らを以て我kを 地獄の果てから連れ出 して下 さいましょう。
かしら

[そめ時,3,4人 の悪魔 と共に悪魔の頭がや って くる。手に手 に鎖 と鉄の栓格を持ってき

てそれをアダムとエ ヴァの首につける。 或 る者は二人をせか して立て,他 の者 は彼 等

を引張って地獄の方へ行 く。他の悪魔たちは地獄へ落ちる連中を出迎えに地獄の入口の

所 までやって くる。二人の破滅を喜びお互いに大騒 ぎを しなが ら。その うちの悪魔の一

人は地獄へ近付 くアダムとエ ヴァを指 し,彼 等をささえて地獄へ落 とす。そ うす ると地

獄は濃い煙をもくもくと出す。悪魔の仲間たちが地獄の中で喜び叫び合 う声が大釜や鍋

を打ち叩 く音に混 じって聞 こえて くる。ほ どな く悪魔たちが舞台に現れて歩 き回る。数

人の悪魔はそのまま地獄に残 っている]。

一アダムとエヴァの楽園喪失の場面おわ る一

一 践 一

神 とアダ ム,エ ヴ ァ,悪 魔 の語 る言葉 は,こ の劇 を楽 しんで 見物 した 当時 の観 客の思 想

や感 情 を うつ し出す鏡 で もある。観衆 は ア ダム,エ ヴァと共 に一喜 一憂 した こ とだろ う。

彼 等が 実感 として殊 に共鳴 したで あろ うと思 え る表現 を今少 し詳 し くと り上 げ てみ る こと

にす る。 まず,ア ダムにつ いて述べ よ う。Tuledevezestrebenfief(12)/お 前 は エ ヴ

ァに誠 実 であれ,と 神 は アダムに命 じた。 そ して ア ダムは理性 に よって彼女 を支配 す るの

で あ る。Tulagoverneparraison(21)/さ れ ぽ二人 の 間には大 い なる愛 と理 解が生 まれ

る。 それが 結婚 の掟 で あ るTelsoitlaleidemariage(24)/と 神は諭 した。 これ は封 建
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時 代 の社会 にあ って も理想 的 な結 婚の 姿であ ったろ う。 神に全 身全霊 を祝 福 され た最 初 の

人間 の美 しい姿で あ る。 ア ダムは神 の園 をあつ か るjardenier(182)庭 番 では あるけれ ど

も君 主 よ り封土 をあつ か り受 けた臣下 の よ うに堂 々 と威厳 に満 ちた 存 在だ 。 「彼は 全 ての

大地 の支 配権 を持 ち」Detoteterreavezlaseignorie(61)/,公 平に判 断 して,善 き も

の,悪 しき ものを選 び得 る権 限poeste(75)は 彼の掌 中 にあ る。seignorieに は領主 の権

利 とい う意味 があ る。pOeSteは 力 であ るが律法 に よる権 限 とい うこ とだ か ら,ま ず最初 の

人間 として現わ れた アダムには,ア ン グRノ ル マ ン時代 の君主 の寵愛 を受 けてい る,上 流

社 会に属す る領主 の風格 さえ散 見す る。 観客 は身近 な社 会 の理 想像 であ る アダムをみ るの

で ある。神 が一・つ の禁令 を言い渡 す とアダムは答 えて,た った一個 の果実 と引 き換 え に領

地(107)(封 土 とい う意味 があ る)を 失 うな らば裏 切者に対 す る法(111)に よって裁 かれ

るべ きだ,と 決然 と して 言い 切る。そ の時代 ぱ隙が あれぼ君 主を殖 して下 剋上 の世 界 が繰

り広げ られ た社 会 であ った。 この 様な社 会 にあ って は、ひ とたび裏 切行為 が勃発す る と社

会秩 序は 混 乱の極 み に達 し,君 主の地 位 も危 うくな る。 裏 切者traitor(111)と1よ 最 もいむ

べ き破廉恥 な罪人 の代名 詞で あ ・)たのだ。 アダムは,若 し神に背 くよ うな場 合は最 も破廉

恥 な罪人 として裁 かれ るべ し,とlllら の覚悟 を雄 々し く述 べ る。 彼は誠 実な 男で,神 には

忠実 に誠 を示 そ うと精一・杯 の努力をす る。然 し 自分 こそ絶 対 に神 に背か ない,と い うこの

自負 こそ 人間 の弱 さを覆 い 隠そ うとす るア イ ロニーで あ る。覧 る人は彼 等 の始 祖 ア ダムの

言 葉に人 間が 自らを陥 れ る罠の危険 性を感 じ と り,身 辺 にあ る嗣囲 の状況 とひ き較べ て心

を 動か された ことで あ ろ う。

アダ ムが豪 語 した 直後 に悪 魔が何 気 な くア ダムに近 寄 って くるの も全 く巧 みな 演出 とr`i

わね ばな らない。 それ は まるで近所 の悪 友が ふ ら りとや って きて,不 將 な こ とを しでかそ

うと誘いか け る如 く何処 にで もあ りそ うな会 話だ。 一た ん諦めか けた悪魔 が思 い直 して,

再び つ く り笑い を しなが ら ア ダムの前 に 現れ るの も た いへん 人 問臭 い。 この よ うな 悪友

の姿 は身分 の上下 を問 わず 万 人の近 くに いるはず だ。 ドラマ におけ る アダム とエ ヴァの神

秘 な世 界 は,時 を越 え空 間を越 えて 親 し く実 感を 分か ち 合え る 現 実感 の濫れた 世 界であ

る。 アダムは 悪 魔 の言葉 に 多 少興味 を 示す ので あるが 最後 には怒 って 怒鳴 りつ け る。 お

前 は裏 切者で真 心の ない奴だ(204)二 度 と現われ るな,と 悪 魔を退 散 させ,彼 は まず最初

の誘惑 を神 に誠 実 な男 と して切 り抜 けた 。 しか しほ っ と安心 す る間 もな く,ア ダムは蛇 に

誘 惑 された エ ヴ ァに勧 め られて林 檎を か ち り,罪 に 陥 るの であ った。 さて誘惑 に 負け,罪

を 自覚 した ア ダムの嘆 き よ うは まるで社 会的特権 を剥 奪 されて裁 きの庭 に立 た され た,頼

りない裸 の人 間 の有 様 であ る。 立派 であ った アダ ムは 姿を消 した。生 活の規範 を法 にお き,

商業取 引 に も腕 を揮 った ア ング ロノル マ ソ時 代 の人 び との考 え方が 再び ア ダムの言葉 に現

われ る。 アダムは言 うので あ る… …た った一・個 の林檎 と安住 のすみ かを取 り替 え るな どと

い う(cf.107-112)「 こん な悪 い取 引は した こ とがな い」Unchesnefistantmalmarchie
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(327)/と,そ して悲 歎に くれ る。 この大罪の 苦悩か ら自分 を救 い出 し得 るほ どの大 きな力

を持つ人(即 ち緋護人)は 誰 もいない,こ の よ うに大 それた悪事 であ るか ら自分 は神 に対

し何 も言 い立 て るentrerenplait(344)こ とがで きな い。 誰が この裁 きPlait(352)か ら私

を救 って くれ るだ ろ うか と。一躍 栄光の座か ら身を墜落 させ た アダムを観 衆は 自分 たちの

生 活の一場面 であ る法廷 に引 きず り出 したのだ。 ア ダムはそ こで更 に情 けない姿 を さ らけ

出す。嘲笑 を買 うほ どの弱kし い一一・面 を見せ るのであ る。特 権を楽 しみ,自 信 に満 ちて い

た彼が一 たび悲惨 な境遇 に陥 る と女kし く泣 き ごとを述べ る。 この落 差の激 しさは まこ と

に哀 しい人 間の姿 として眼前 に迫 る。彼 は罪を 妻のエ ヴァの所 為 に して くど くど と繰 り言
⑫

をのべ たて,ま さに ア ウエルバ ッハの言 うご と くフラ ソスの百姓か 町人か の よ うに非常 に

動 揺 して妻を責 め立て る。 エ ヴプに対 し,地 獄 の苦 しみ を手 に入れ たお前 には地 獄 が寡 婦

資産duaire(552)と して与え られ た と厭 味 を言 う。duaire(=douaire)な どとい う言葉

も当時 の人び とは聞 き慣れ ていた言葉 であ ったのだ ろ う。エ ヴァが語 る嘆 きの中に も債 務

traiiage(464)(=treuage)と い うよ うな言葉が 現われ,そ れは封建時 代,君 主 と臣下 の関

係 の賦 課租を 思わせ る。

さてそれで は このア ング ロノルマ ン時代 の最 も古 い劇,現 存す る写本 には じめ て姿を現

わす 女性,エ ヴァは果 して どの よ うな女性 なのか。彼女 は優 美でや さしい。薔 薇 よ りも瑞k

しく,肌 は透 き通 り,谷 間の氷上 に降 る雪 よ りも白 く(227-230)美 しい。 そ して終始 魅力的

であ る。 神に対 して もアダムに対 して も,ま た,悪 魔 に対 して も素直 に心を開 いて語 る。

彼女 は罪 が どの よ うな ものか を明瞭に理解 して いない,軽 はず み な ところ もある可 愛 いい

女であ る。貴 女は ア ダムよ りず っ と賢 いんだか らな ど と言 うお世辞 に弱 く,好 奇 心が強 い。

常に夫 に従い,彼 の言 うこ とを守 るよ うに(35-36)と 神 の命 じた 掟 を 一時 は 忘れ たか の

如 く,甘 美 な果物を鶴 って しまい,夫 も食べ るよ うに と執拗 に 勧めた 。 しか し明 る くて

大 らか なエ ヴァは,ア ダム と較 べて も人 間 として遜 色が ない どころか美 しい心 を持 ち合わ

せ てい る。彼 女は憎め ない。 この劇の作者 は ま ことに魅力盗 れ る素晴 らしい女性 を文学 に

登場 させ たのだ。 うっか り蛇 の甘言 に乗 った エ ヴァでは あ ったが,一 たび罪 の重 さを 自覚

した彼女 は大変 い さぎよい。 自らの罪 を くど くどと人のせ いに した りせ ず に,自 己の罪 を

潔 く神 とア ダムに詫 び るので あ る。 イギ リス中世 聖史 劇,コ ーパ ス ・ク リステ ィ祝祭 劇 と

よばれ るサ イ クル劇 に登場す るエバの姿 を垣 間み て も,例 へば チ ェスタ ーの 「天地 創造 と

アダム とエバ」 において も,ヨ ー クの 「アダム とエバの創造 」にお いて も,こ の初 期の ア

ン グロノル マ ン 「ア ダム劇」 に登 場す るエバほ どの魅 力を持 ち合わせ ない。 チ ェス ター劇

⑬

にあ っては,エ バは 「美味 しい ものが好 きだか ら」Forwomenarefullliccorie219/ま ず

悪 魔の誘 いに惹かれ る,そ して神の よ うに賢 くなれ る と言 われて木 の実の味 を試 すので あ

る。 ヨーク劇で は蛇 を装 ったSatanが,友 達 だ よと名 乗 ってエバに近付 き,こ の果実を食

べれぽ善 悪を知 る よ うに な り,神 の如 く賢 明にな り,あ が め られ るのだ と唆す。 エバは唆
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され,そ の気 にな 一,てアダムを説得 して しま うのだ。然 し神に詰問 され る とエバ は両劇 と

も自 らの罪を蛇 の所為 だ と言い立 て るのみで あ った。

「ア ダム劇」 のエ ヴァの言葉 ぱ率直 で あ る。 自分 が卑 劣な行 為を したの な らそ の誉 を受 け,

神の裁 きを受 け よ うと飾 り気の ない誠実 さを盗 れ させ,「神 と貴方 に対 し大変悪 い こ とを し

ま した」Jesuisvers.Deueverstoimultmesfeite(563)/「 お許 し下 さい,償 いがで き

な いのです 」Pardonezlemoi,karnepuisfaireamende(569)/「 貴 プ∫は罪を犯 した け

れ どもそれ は私が原 因 です」Tumesfesis,mesjosuilaracine(581)/と,罪 の責任 を充

分 にri覚 す るのだ。軽 卒で可 愛い い 女で あ ったエ ヴァは 自らの 昔悩 を通 して他 の人 の苫 痛

も思 い遣 る ことので きる人 間 に成 長す る。 白分 の罪 の ため に苫 しみ を受 け る子孫 に も思 い

を馳 せ て心を 痛め るので あ るけれ ども,罪 を悔 いた 彼女は希 望を捨 てなか った。 これ こそ

信仰 であ る。 彼女 は救 いの道 の光 を 見出す のだ。

Deusmerendrasagraceasamustrance;iGieternusvoldrad'emferparpussance
み

(589-590)/「 神ぱ私に恩寵をお与え下 さり,顕 現遊ば されて,御 ちか らを以て私たちを地

獄か ら連れ出 して下さいましょう」 とい うエ ヴァの敬皮な祈 りの言葉を終幕に観衆は心を

引き締める。改めて彼等は原罪を想い,神 の慈悲を想 うたであろ う。「アダム劇」は当時の

人びとにとって身近に感 じられる親 しみ深い ドラマであると同時に崇高なる感動を観衆の

心に蘇 らせ,時 空を超えた永遠 の神秘の世界へ とい ざな う深い魅力を湛えているのである。

注

①cf.E.K.Chambers,1hc'.1ル4ガ`z`・ 凋Z5∠ αg`・,Oxford,1903,v・L11.p.308.

② 「ア ダ ム 劇 」 はLC'」 ・'ど'4'・1ゴ α〃L,又 はLC・Vン 漉 ノで ♂'・14`〃 〃 と 呼 ば れ る 。WillemN・ ・men

はCFIVIA所 収 のedition1971年 にL`・ 」(・〃d':1da〃Lと 題 し た 。`mystさre'と い う 語 が14世 紀
ダ

以 前 に は 使 わ れ て い な か っ た と い う がNoomenの 主 張 で あ る(see"」L仏 ル'`d'Adam・Etude

descr三ptiveetanalytique,"R・ 〃tania89,p.145).TLF叢 書 所 収 「ア ダ ム 劇 」1963年 の 編 者Paul

AebischerはL6:11ystErc,d'Ada≫c(OrdoR8ρ ノーcsentacionisAde)と 題 し て い る 。

③PaulStudered.Lc1L!ystered'Ada〃1,<1」iArtgl・-N・ratanlra〃isofthe7!こ 畷 β ん

Centtcry,ManchesterUniversityPress,1918{rep.1967)pp.xix‐xxiv.Noomen,op.cit.pp.

145-163.

但 し こ の 劇 が 従 来 の 典 礼 劇 と 同 じ く 教 会 の 祝 祭 日 と 緊 密 な 関 係 を も っ て 演 じ ら れ た か ど う か は 不

確 実 で あ る 。

●seeStuder,op.cit.p.xvii.,p.xxii.

⑤P.Aebischer,oカ.CLL.は こ の 写 本 が フ ロ ヴ ァ ン ス で 書 か れ た と し て い るP・15.

⑥OldEaglihGenesisの 悪 魔 は 自 ら神 の 使 い で ア ダ ム の 所 へ 現 れ た と 称 す る 。 悪 魔 の 誘 い を 退 け

る ア ダ ム は 理 路 整 然 と 答 え,威 厳 が あ る 。 神 は)こ し い エ ヴ ァ に は ア ダ ム に 少 々 劣 る 弱 々 し い 心 を 授

け ら れ た 。Godhadassignedheraweakerrriindと い う表 現 は 繰 返 し て 二 度 現 わ れ る 。 神 の 使 い

を 拒 絶 す れ ば 神 を 怒 らせ る こ と に な る と ひ た す ら 怖 れ て 林 檎 を 口 に す る エ ヴ ァ は 哀 れ で 美 し く,同

情 を そ そ る 姿 で あ る 。(-h記fdehirewacranhY3e/Meotod3emearcod-590).

⑦Studer,P.lvi.,WillemNoomened.LeJeud'Ada〃L,CFMA1971,P.7.

⑧ ア ダ ム と エ ヴ ァ の 物 語 に 続 く カ イ ン と ア ベ ル の 話603-604行.
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⑨ErichAuerbach,Afげ 〃LC'5LS,translatedbyW.R.Trask,PrincetonUniversityI)ress1974,p.

151.

⑩Ilestplusdorsquen'estemfers223)/地 獄emfersの 綴 に は ア ン グ ロ ノ ル マ ン の 特 徴 の 唇 歯

音 の 前 のmが 現 わ れ て い る の で あ る 。 奥 田 宏 子 「中 世 英 国 の 聖 書 劇 」 研 究 社 選 書,33,に お い て 魅

力 的 に 紹 介 さ れ て い る 「ア ダ ム 劇 」 で は こ の 個 所 が 「全 く,火 よ り も 堅 い ん だ か ら」 と訳 さ れ て

い る 。

⑪ 写 本 に は 話 者 の 頭 に 概 ねF.A.E.D.の 表 示 が あ る の だ が ち ょ う ど こ の 個 所 に は 混 乱 が み ら れ る 。

AebischerとNoomen版 に は 対 話 を す る ア ダ ム と エ ヴ ァ の せ りふ 配 分 の ち が い は な い 。Auerbach

は 自 己 の 異 っ た 読 み を 主 張 す る(Mimesispp.143-151),StuderはAuerbachと1個 所 異 っ て い

る 。 翻 訳 はAebiscer版 を 底 本 と し て い る の で あ る が,こ の280-287行 はAuerbachの 読 み に 従 っ

た 。Aebischer,Noomenの 対 話 で は エ ヴ ァ の 言 葉 が あ ま りに もそ の 場 か ぎ りの 言 い 逃 れ に な る の

で あ る 。

(エ⇒cf.ノLli/nesis,p.147,p.151.

⑬PeterHappeed."TheCreati・n,andAdamandEve,"E・zg〃51h吻5オ6;ツPlays,Penguin

Books,1975,p.70.

⑭A.C.Cawleyed."TheFall・fMan,"1}乙,8刎 〃zαηandMedievallti7iracleflays,L・nd・n,

1967,pp.21-24.
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